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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

北
陸
道

第
58
回

は
じ
め
に

　

新
潟
市
は
、
新
潟
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
古
く
か
ら「
み
な
と
ま
ち
」と
し

て
栄
え
て
き
た
。
明
治
22
年
に
市
制
を

施
行
し
て
以
降
、
近
隣
市
町
村
と
の
合

併
に
よ
っ
て
市
域
を
広
げ
、
平
成
19
年

４
月
１
日
に
は
、
人
口
約
81
万
人
の
本

州
日
本
海
側
初
の
政
令
指
定
都
市
と

な
っ
て
い
る
。

　

北
陸
自
動
車
道
を

は
じ
め
と
し
た
高
速
道

路
や
上
越
新
幹
線
に

よ
り
首
都
圏
と
直
結

す
る
な
ど
、
陸
上
交
通

網
が
充
実
し
て
い
る
ほ

か
、
国
際
空
港
、
国
際

港
湾
が
整
備
さ
れ
、
国

内
主
要
都
市
と
海
外

と
を
結
ぶ
本
州
日
本

海
側
最
大
の
拠
点
都
市
と
し
て
高
次
の

都
市
機
能
を
備
え
て
い
る
。

　

一
方
、
肥
沃
な
越
後
平
野
に
国
内
最

大
の
水
田
面
積
を
擁
し
、
米
の
ほ
か
野

菜
、
果
物
、
畜
産
物
、
花か

き卉
類
な
ど
、

農
畜
産
物
の
一
大
産
地
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
海
に
面
し
、
信
濃
川
・

阿
賀
野
川
の
両
大
河
、
福
島
潟
、
鳥と

屋や

野の

潟
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で

あ
る
佐
潟
な
ど
、
多
く
の
水
辺
空
間
と

里
山
な
ど
の
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

今
も
残
る
北
陸
道

　

７
世
紀
半
ば
、
新
潟
市
域
に
渟ぬ

た
り
の
き

足
柵

が
築
か
れ
る
と
、
そ
こ
が
当
時
の
政
権

の
北
限
と
な
っ
た
。

　

渟
足
柵
と
は
、
北
方
に
暮
ら
す
蝦え
み
し夷

に
備
え
た
防
衛
施
設
で
あ
る
と
と
も

に
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
を
治
め

る
行
政
施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
古
く
か
ら
海
岸
沿
い
に
そ
の
交

通
路
が
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
律
り
つ
り
ょ
う令

時
代
に
畿
内
と
日
本

海
中
部
を
結
ぶ
官
道
と
し
て
北
陸
道
が

整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
脇
街
道
と
し
て
整
備

さ
れ
、
か
つ
て
松
尾
芭
蕉
や
吉
田
松
陰

も
歩
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
越
後
一
の

宮
「
彌や
ひ
こ彦

神
社
」
へ
の
参
拝
や
、

湯
治
場
と
し
て
栄
え
た
「
岩い
わ
む
ろ室

温
泉
」
な
ど
で
、
多
く
の
来
訪

者
が
往
来
し
た
。

　

本
市
の
南
西
部
に
位
置
す
る

西
蒲
区
福
井
地
区
周
辺
で
は
、

家
並
み
に
街
道
筋
の
雰
囲
気
が

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
、政
令
市
に
い
が
た

新に
い
が
た潟

市
長（
新
潟
県
）　
中な

か
は
ら原
八や

い

ち一

夜の萬代橋と桜

今も残る北陸道の面影（岩室温泉街）

新潟湊之真景
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残
り
、
良
寛
の
歌
碑
「
福
井
な
る　
矢
垂

の
橋
に　

き
て
み
れ
ば　

雨
は
降
れ
と

も　

日
は
照
れ
ゝ
と
も
」
が
建
っ
て
い

る
ほ
か
、「
米
百
俵
」の
逸
話
で
有
名
な

三み
ね
や
ま

根
山
藩
陣
屋
跡
な
ど
、
昔
の
風
情
が

残
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
新
潟
市
内
や
一
部
地
域
で

は
、
道
路
名（
街
道
名
）を「
北ほ
っ
こ
く国

街
道
」

や「
北
陸
街
道
」な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
古
い
資
料
に
残
さ

れ
、
古
く
か
ら
呼
ば
れ
て
い
る
「
北
陸

道
」を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

街
道
風
情
を
生
か
し
た 

観
光
の
取
り
組
み

　

西
蒲
区
で
は
、
開
湯
か
ら
３
０
０
年

を
超
え
る
歴
史
あ
る
岩
室
温
泉
街
や
酒

蔵
な
ど
、
街
道
沿
い
の
魅
力
的
な
観
光

地
を
は
じ
め
、
風

光
明
媚
な
日
本
海

の
景
色
を
楽
し
め

る
越
後
七
浦
シ
ー

サ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
白
い
灯
台
が
目
印
の

角
田
浜
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ほ
か
、
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
名
高
い
隣
接

す
る
弥
彦
村
の
彌
彦
神
社
ま
で
を
巡
る

「
に
し
か
ん
観
光
周
遊
ぐ
る
〜
ん
バ
ス
」

を
運
行
し
て
い
る
。

　

大
人
は
１
人
５
０
０
円
で
１
日
乗
り

放
題
と
い
う
利
用
し
や
す
い
料
金
設
定

と
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
ワ
イ
ン
の
試
飲

無
料
を
は
じ
め
、
入
浴
で
平
日
無
料
券

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
特
典
が
豊
富
な
こ

と
も
相
ま
っ
て
好
評
を
博
し
て
お
り
、

地
域
の
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
し
て
い
る
。
令
和
５
年
度
も
４
月
29

日
〜
10
月
29
日
ま
で
の
土
日
祝
日
の
運

行
を
予
定
し
て
お
り
、
温
泉
・
自
然
・

美
食
・
お
酒
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ト

消
費
が
楽
し
め
る
た
め
、
ぜ
ひ
お
越
し

い
た
だ
き
た
い
。

「
新
潟
市
総
合
計
画
２
０
３
０
」

の
策
定
、
さ
ら
な
る
発
展
へ

　

本
市
は
、
令
和
12

（
２
０
３
０
）
年
に
目
指

す
都
市
の
姿
や
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
政
策
・

施
策
の
方
向
性
を
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
、

お
互
い
に
連
携
・
協
働

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

「
新
潟
市
総
合
計
画
２
０
３
０
」
を
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　

全
国
的
な
人
口
減
少
局
面
や
、
地
球

規
模
の
気
候
変
動
、
世
界
共
通
の
目
標

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
意

識
の
高
ま
り
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
恵
ま
れ
た
広

域
交
通
基
盤
や
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

農
業
力
、
都
市
と
田
園
が
調
和
し
た
暮

ら
し
や
す
さ
と
い
っ
た
本
市
が
持
つ
強

み
を
生
か
し
、
人
口
減
少
時
代
に
躍
進

す
る
「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、

本
市
が
目
指
す
都
市
像
「
田
園
の
恵
み

を
感
じ
な
が
ら　

心
豊
か
に
暮
ら
せ

る　

日
本
海
拠
点
都
市
」
の
実
現
に
向

け
て
力
強
く
歩
み
出
し
て
い
く
。

　

こ
れ
か
ら
の
10
年
先
、
20
年
先
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、
明
る
い

未
来
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
。

にしかん観光周遊ぐる〜んバス

バス運行チラシ（2022年度版）

企
画
協
力
：
全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

北陸道

　
中
山
道
の
追
分
宿
か
ら
分
岐
し
た
街

道
は
、
高
田
に
至
り
日
本
海
に
ぶ
つ
か

る
。
佐
渡
へ
の
渡
航
地
の
出
雲
崎
、
寺

泊
を
経
て
、
彌
彦
神
社
門
前
の
宿
場
町

弥
彦
、
江
戸
時
代
か
ら
湯
治
場
と
し
て

に
ぎ
わ
っ
た
岩
室
温
泉
を
過
ぎ
、
北
陸

道
は
「
日
本
一
の
川
湊
」
と
う
た
わ

れ
た
海
運
の
拠
点
、
新
潟
へ
。

　
新
潟
は
、
信
濃
川
、
阿
賀
野
川

な
ど
大
小
の
河
川
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
、
広
大
な
越
後
平
野
の
中

枢
に
当
た
り
、
か
つ
て
江
戸
の
商

人
も
参
入
し
た
と
い
う
新
田
開
発

に
よ
り
日
本
屈
指
の
米
ど
こ
ろ
と

な
っ
た
。

佐渡

武蔵

上野
信濃

越後

下野

陸奥

出羽

常陸
甲斐

北陸
道

鼠ケ関

追分

村
上

高
田

新
潟

日
本
海
沿
岸
の
要
地
を
結
ぶ

古
代
か
ら
の
道
「
北
陸
道
」


